
一般質問｜要点資料

期日前投票 令和8年3月定例会

1

投票行動の変化を正確に捉え、利用しやすい投票環境を確認する

状況を把握

短期選挙と降雪で投票行動に影
響

→
質問する

過去3国政選挙の投票状況を確
認

→
市の答え

期日前投票が51.6％で当日を上
回る

→
次を確認

次回選挙の利用率・投票率を確
認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

短い選挙日程と降雪が投票行動へ影響す
る中、期日前投票と当日投票の実態を正
確に把握する必要があります。

質問

第51回衆議院総選挙の期日前投票と当日
投票について、過去3回の国政選挙の推移
を示すよう求めました。

市の答え

直近衆院選は投票率61.61％、期日前1万
6,010人・投票総数の51.6％で、初めて
当日投票を上回ったと答えました。

最重要の到達点 直近衆院選では期日前投票が投票総数の51.6％となり、初めて当日投票を上回ったことを確認

次に確認すること｜当時の状況と確認事項

2026年2月衆院 有権者50,340人、投票者31,016人、投票率61.61％、期日前16,010人・51.6％

2025年7月参院 投票率63.4％、期日前投票15,441人・投票総数の48.09％

2024年10月衆院 投票率62.18％、期日前投票13,496人・投票総数の42.43％

市の認識 天候も影響。期日前投票は増加し、市民の重要な投票手段として定着

議事にある具体事項 今回は過去3国政選挙の投票状況のみを質問し、他会期の投票環境に関する議論は含めていない

※令和8年3月定例会で確認した内容です。 出典：日田市議会 令和8年3月定例会一般質問（2026年9月5日確認）


